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サザエは暖流海域沿岸の岩礁地帯に生息する巻貝であり､南は奄美大島から北は太平洋側で千葉県､

日本海側で本県および北海道の一部まで分布 している｡したがって本県でサザエが漁獲の対象とされる

地域は､対馬暖流の影響を強 く受ける日本海沿岸と津軽海峡の一部に限られるが､それらの地域におけ

るサザエの漁獲量はアワビよりもはるかに多 く(第 1図 )､漁業者の大 きな収入源となっている｡

このようにサザエは栽培漁業化の遅れている本県の日本海沿岸の重要種であるにもかかわ らず､いま

までに増殖手段が講 じられてお らず､本年度よ り県ではサザエ増殖試験を実施 し､とりあえず漁業の実

態 ･漁場の状態および種苗生産技術を検討した｡

サザエ漁業実態調査

昭和54年 5月に実施 したアンケー トによる

サザエ漁業実態調査によれば､本県のサザェ

は日本海側の岩礁地帯全てに生息がみられ､

またそのほとんどで漁業が営なまれている｡

昭和53年度の漁獲量は約80tであり､深浦町

大戸瀬地先がそのうち約3日 を占めていた｡

(第 1表 )

第 1表 サザエ漁業の実態
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度第 1図 本県日本海側におけるサザエ

およびアワビの漁獲量組合名調査項目 大 間 越

深 浦 大 戸 瀬 風 合 瀬 小 泊組 合 員 数 84 353 504

149 574サザ エ 漁 業従 事 者 数 10 45

85 36 35(i)サザエ漁獲量(千円 ) 0.5 20.4 29.8 10.5 7.7500 14,240 23,058 8,637 54

64漁 業 の 方 法 カギ採 り カギ採 り 刺網 (
6- 8月)カギ採 り(8-11月 ) 刺 網カギ採 り

カギ採 り



サザエ漁場調査

漁業実態調査の結果､サザエが最も多 く分布すると思われる深浦町大戸瀬の田野沢地区 (第 2図 )に

おいて､昭和54年 6月 5日に 2名の潜水士によ り漁場の状況を調査した (第 2表 )｡漁場は起伏の大き

い岩盤地帯であり､付近の刺網による漁獲状況からみて明らかにサザエが多数生息すると思われたが､

岩盤一面に繁茂したホンダワラ類のため調査が困難であり､ 3個しか採捕できなかった｡ホンダワラ類

の少ない時期に再度調査する必要があると思われた｡

第 2表 漁場の状況

第 2図 漁場調査場所 調査地点調査項目 st.

1 St.2 st.3

水 深 8 m 4 m 5.5 m海 底 状 況 海底は

岩盤であり､ところどころに海岸糠と直角方向の

溝がはしろ.溝の深さは 1- 4m位で､庇には砂､あ

るいは直径 5-30cxの石がみられる.岩盤にはホンダワラ頬が高密度に

繁茂し､岩盤が全くみえない状態であるo主 サ ザ エ(10mX2m ) 2個7.8CN- 1

0097.5m- 809 1個5.

lCX- SOPキタムラサキウニ

8 個 1 個 2 個な ヒ ラ タ ウ ニ 1 個 3 個2 個

1 個揺隻生 イ卜マキヒトデクモ ヒトデ 類ナ マ コ

3 個l 個物 ト コ ブ シ 1 個

ホンダワラ 頬 20 kg 14 kg 2

3 kgツ

ル ア ラ メ(1研× 1m ) 1 kg 2 kgサザエ人工採苗試験Ⅰ 材料および方法1 母 貝

の 管 理母貝は屋内o･3t水槽でコンプを与え

常温で飼育する.約 1週間毎に数個体について生殖巣の発達状況を調べる｡2 産卵誘発およ

び受精､筋化産卵誘発はアワビ種苗生産の紫外線照射法に準拠して行ない､得られた

卵と精子は海水中ですみやかに受精させる.10回の卵洗浄後､止水で糖化を待つ.

3 浮蒋幼生の飼育筋化した

幼生は142スチロール水槽で止水飼育し､換水は原則として 1日2回行なう｡4 付着および付着椎貝の



丑 結果および若干の考察

1 母貝の確保および管理

母貝は昭和54年 6月11日に深浦町久六島で潜水により採捕した 120個 (平均殻高 9.5cm､平均重

量 2049)を用いた｡管理期間中はコンプをよく食し､ 7月下旬には成熟に達 したと思われた.母

貝の飼育水温を第 3図に示した.供試母貝の性別については､殻項部にドリル (直径 2.5mm)で穴

をあけて調査した結果､雌 :雄-23:31であった｡

6/12 6/20

7/ 1 7/10 7/2m 8/ 1第 3

図 母貝の飼育水温 (午前 9時 ) 月日2 産卵誘発および受精 ･筋化産卵誘発作業は 7月31日から10月29日までの間に合計18回行ない､ 9月20日および10月29日

に各々67万粒および20万粒の受精卵を得た｡全期間を通して雄はよく反応を示し､その反応率が24

%であったのに対し､雌は7%にとどまった (第 3表 )｡雄に

ついては紫外線照射法は有効であると思われたが､雌については今後検討が必要であろう.受精卵は径 200

pで僻化までに10から12時間(水温約20℃ )を要した｡3 浮源幼生の飼育および付着9月20日産卵群は3日間の止水飼育で眼点が出現し､珪藻培養した波板を収容した屋内0.3

t水槽に移した｡.1日後の 9月24日には波板への付着が礎認され流水飼育とした｡10月2

9日産卵群については射 ヒ後 2日目の浮源幼生で全滅したが､その原因は不明であるっ4 付着椎

貝の飼育付着椎貝の成長および歩留りについては次のとおりであり､付着から1仰椎貝および3m

ガ椎貝までの歩留 りは各々3%および2%以上であると思われた｡なお･冬期間の飼育 は温海水で水温を10

℃以上とし､殻高 3.5

材 で餌を珪藻からコンプにかえた.9月 24日 付着 (約 3



第 3表 産卵誘発状況

月日 誘 発 方 法 水 温 変 化 時 刻 使用母貝数 反応率

反 応 状 況7.31 温度刺激 .紫外線照射 18℃ --→ 27℃ 10:00) 16:00 35

95 0% 反応なし8.6 干出刺激 .温度刺激紫外線照射 18 -) 28 8:45--→16:3

0 85 95 10 81ケ放精7 温 度 . 紫 外 線 20 → 27 9

:00) 16:40 85 95 10 81ケ放精8 干出 .温度 .紫外線 18 -う 2

7.6 9:00-→ 19:00 85 95 10 81ケ放精14 干出 .温度 .

紫外線 18 -⇒ 29.4 9:00- 22:00 85 ♀5 0反応なし15 温 度 . 紫 外 線 18 -う 29.6 8:40→ 22:00 85 95 30

83ケ放精20 温 度 . 紫 外 線 18 -う 27 9:00- 20:45 85 95 20 82ケ放

精21 温 度 . 紫 外 線 20 -⇒ 28 8:45- 14:00 85 95

30 82ケ放精9 1ケ放卵◆(少量)22 温 度 . 紫 外 線 20 → 28 8:

50- 21:00 85 95 10 81個放精23 温 度 . 紫 外 線 18 -→ 27.8 9:30-→

21:35 85 95 0反応なし27 温 度 . 紫 外 線 20 -→ 28.4 9:

10-⇒21:30 85 95 20 81ケ放精9 1ケ放卵(少量)9.4 干

出 .温度 .紫外線 20 -→ 27 8:45→ 16:30 83 93 10 81ケ放精5 干出 .温度 .紫外線 20 → 27.4 9:05) 16'.35 83 ♀3 0反応

なし12 干出 .温度 .紫外線 20 → 25 8:45- 16:25 83 93 1

0 81ケ放精89 …謂 5 (受精)20 干出 .温度 .紫外線 20

→ 24.5 9:00- 12:40 83 93 5010.4 温 度 . 紫 外 線 18 → 25.

1 9:55- 14:30 83 93 50 83ケ放精9 温 度 . 紫 外 線 25 9:



図版 3 受精卵図

版 5 8細胞期図版 7 ベ リジ ャー幼生
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